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研究成果の概要（和文）：衛星ネットワークを使い東京大学北海道演習林前山保存林内の圧倒的原生自然をコン
テンツに現場研究者が直接に柏・弥生キャンパスとの双方向遠隔解説講義を実施した。これに加え毎日定時の現
地画像・音声を公開し講義参加を問わずインターネットで自然観察ができる環境を作りインターネットコンテン
ツを作成した。これをイギリス・フランスの芸術系大学で解説セミナーを開催し、リアルタイムの自然音とその
アーカイブに新規の価値があることが明らかになった。ライブ音に関する展示会でも同様の反応を明らかにした
が、その評価を定量的に示すには至っておらず、これは今後の課題とした。

研究成果の概要（英文）：Using the overwhelming intrinsic nature in the University of Tokyo Hokkaido 
Forest, a forest researcher conducted a two-way remote lecture with the Kashiwa/Yayoi campuses 
directly via the satellite network. In addition to this, we open public fixed-time on-site images 
and sounds on everyday and created an Internet content environment that enables nature observation 
via Internet regardless of lecture participation. It held a commentary seminar of our research at 
UK/French art colleges and revealed that it has new value in real time natural sound and its 
archives. Although the same reaction was also revealed at the exhibition on live sounds, it did not 
quantitatively show its evaluation, which is a future task.

研究分野：自然環境景観学
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１．研究開始当初の背景 
2001年環境省は自然公園内無人カメラの
ウェブ公開を開始し、現在 69 地点・年間
約 9百万ビューとなり、自然情報もネット
ワークコンテンツとなっている。応募者ら
は 1995 年に電源・ネットワークインフラ
の無い原生林内 2地点で毎日定時の映像音
声無人記録システムを開発し、継続的な森
林映像音声記録を森林情報基盤「サイバー
フォレスト」と名付け、環境教育教材開発
*1を進めている。2010年ソーラーを電源に
した衛星ネットワークを使い、現地から無
人ライブ音配信と画像伝送とそのアーカイ
ブ公開を開始した。現在 8地点に展開運用
し、鳥類生態調査と環境教育活用と、ソー
シャルメディア（IRC、Twitter、Facebook）
のコンテンツとして提供し、ネットワーク
で自然を楽しむことの実証研究を進めてい
る*2。この 8 地点は、世界中のオープンマ
イクをインターネットで共有するアート系
プロジェクト*3「Sound Map（本拠地イギリ
ス）*4」に登録され、Google地図上のマイ
クをクリックして生態音をライブで聞くこ
とができる。生態音から現地生態系を観察
記録する「Ecoacoustics国際学会*5」創設メ
ンバーの中に、40年以上に渡り映画製作用
の自然音収録をしてきたサウンドエンジニ
ア*6が参画していることからも、生態音に
インターネット・エンターティンメント性
があると考えた。 
*1中村和彦、斎藤馨(2014)：映像アーカイブを素材とし
たフェノロジー観察教材の開発方針：環境教育：
Vol.23-3：81-92 
 *2 Kaoru SAITO et.al. 2015, Utilizing the Cyberforest live 
sound system with social media to remotely conduct 
woodland bird censuses in Central Japan, DOI: 
10.1007/s13280-015-0708-y, to be published in: Ambio (A 
Journal of the Human Environment) 
 *3 Jérôme Joy, Peter Sinclair 2015, LOCUS SONUS  10 
ANS D’EXPÉRIMENTATIONS EN ART SONORE, LE 
MOT ET LE RESTE. 
 *4 http://locusonus.org/soundmap/051/ 
 *5 https://sites.google.com/site/ecoacousticssociety/about/ 
 *6 Bernie Krause 2012, The Great Animal Orchestra, 
Hatchette Book Group, Inc. 
 
２．研究の目的 
(1)東京大学北海道演林前山保存林内から、
現場研究者自らがリアルタイムに直接ドロ
ーン映像、地上映像、顕微映像を交え、生
物季節毎のライブ配信を実現する。 
 (2)同地点で既に無人ライブ配信中の生態
音・画像・気象データの記録を継続しなが
ら、1.の有人ライブ配信と組み合わせた原
生自然情報を大学講義に提供し、同時に世
界に配信し、国際的なエンターテインメン
ト価値を持ち得るかを実証する。 
 (3)世界的な生態音ライブ配信グループと
連携し、原生自然の有人・無人ライブ配信
とそのアーカイブの国際的な展開への足が
かりを構築する。 
 
３．研究の方法 

東京大学北海道演習林が所有運用する既
存フィールドライブ配信システム一式を、
研究者を含む２名が、迅速に原生林内に運
び、直ちにライブ中継するためオフロード
車両背後に組み込んだ。研究者は原生林を
インターネット視聴者にライブ配信し、視
聴者の様子を現場で確認してその価値を評
価する。ネットワークに配信される原生自
然情報からさらなる知的好奇心導くため、
既往の原生林無人ライブモニタリング・ア
ーカイブ公開システムと組み合わせたコン
テンツをWeb提供する。世界的多地点ライ
ブ音配信プロジェクトと生態音研究グルー
プに、当該コンテンツを共有し、その価値
評価を分析協議する 
 
４．研究成果 
(1)圧倒的原生林からのライブ配信と今鉄
について 
 第１回有人ライブ配信試験 2016年10月
１7日 東京大学北海道演習林前山保存林
内から衛星ネットワーク経由で東京大学柏
キャンパスFSホールへの遠隔講義配信を行
った。 

 
圧倒的原生林内有人カメラ 

 
圧倒的原生林内車載映像通信機材 



 
 第２回有人ライブ配信試験2017年2月12
日 東京大学北海道演習林山部の森林内か
らLTE回線経由で前述FSホールへのシンポ
ジウムでライブ講義を行った。その際ネッ
トワークの最適化、映像機材構成と運用、
現地研究者による生態情報解説内容とその
方法について検討した。 
 第３回有人ライブ配信本格講義 
2017年6月22日東京大学北海道演習林山部
事務所から東京大学農学部講義室へのライ
ブ配信講義を行った。これまでの実験を踏
まえ教室からのフィードバックの円滑化を
図り正規の講義を実施し、知見を得た。 

 
農学部講義室へのライブ配信遠隔講義試験 
 一連の原生林からのライブ配信実験や講
義室との双方向遠隔講義により、特に講義
室の受講生の表情を遠隔地の演習林講師に
見えるようにすることで、遠隔講師にとっ
て双方向性の臨場感を得ることができた。 
 多対多の双方向実験 
 山梨県甲斐市立竜王小学校と岩手県大槌
町大槌学園とを双方向２回線で遠隔接続し
た交流授業を2018年2月に行い、40人程度同
士の双方向交流についての実験を行った。 

 
岩手県大槌町大槌学園の様子 

 
圧倒的原生自然に関する企画展示試験 
本研究で圧倒的原生林の現場コンテンツで
ある北海道演習林前山の倒木更新地点の全
周写真（4m×1m）とライブ音再生装置サウ
ンドコクーンによる遠隔森林展示を2018年
1月7日から継続的に展示し、3月11日には倒
木更新に関する文学作品朗読を含む複数メ
ディアによる圧倒的原生自然エンターテイ
ンメント性に関する見学参加者の様子を観

察した。 

 
サウンドコクーンによるライブ音展示など 

 
全周森林画像の床展示 

 
(2)国際連携構築 
 国際連携構築については、世界各地の早
朝生態ライブ音配信を使ってロンドンで活
動する芸術グループSoundCampのMr. Grant 
Smith、及び世界中のオープンマイクネット
ワーク構築を進めるPeter Sinclair教授
（Locus Sonus Sound Laboratory, The 
Aix-en-Provence Academi of Art, FR）ら
を訪問し、それぞれでライブ音配信に関す
る共同セミナーを開催した。 

 
2016年10月29日" Listening to The End of The World Live 
streaming the University of Tokyo Cyberforest and 
other remote objects" （Goldsmiths University London 
校,UK）を開催 

 
2016年11月2日"Formes d’écoute à distance et suivi 
big data de la biodiversité " (Academy of Art ,FR)
を開催 

 本研究の圧倒的原生自然からのライブ配
信について、芸術的視点からの国際的エン
ターテインメント価値についての提案と情
報交換を行った。 
 さらに原生自然の生態音の価値について、
フランス・カルチエ財団現代美術館でのサ
ウンドスケープ生態学の提唱者Dr. Bernie 
Krauseの展示<Le Grand Orchestre des 
animaux>をMr. Thomas Delamarre 学芸員の



解説により見学し知見を深め、情報交換を
行った。 

 
2016年11月4日カルチエ現代美術館訪問見学 
 サウンドスケープエコロジー研究を進め
ているフライブルグ大学 Sherer Lorenzen
教授を訪問し、生態音研究プロジェクトに
ついて情報交換を行い、本研究についての
デモを行い意見を得た。 

 
2017年9月20日フライブルグ大学Lorenzen研究室にて 
森林に関する国際学会IUFRO2017（ドイ
ツ・フライブルグ2017年9月18-22日）で、
本研究に関わる２件の発表を行い、海外の
研究者との意見交換を行った。会場でライ
ブ音の再生でモンスト例−ションを行うと、
専門分野に関係なく楽しむ様子が観察でき
た。 
 
(3)まとめ 
遠隔自然がインターネット接続によって
リアルタイムにモニタリングできることは
新たなコンテンツとしての価値をもつこと
が実証できた。 
 商用電源や常時接続のネットワークイン
フラの無い圧倒的原生自然地のライブモニ
タリングのうち、特にライブ音についての
エンターテイメント性の存在があるだろう
ことは遠隔講義や企画展示などで定性的に
把握できたが、その評価を定量的に示すに
は至っておらず、これは今後の課題である。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
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